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　東京六戸会の平成27年度総会・懇親会が、４月５日
（日）東天紅上野本店に於いて開催されました。当日は
39名の方がご出席され、杉山会長の挨拶の後平成26年
度の活動報告、会計報告、27年度の活動計画、予算案、役
員改選案が審議され、原案通り承認されました。
　引き続いて懇親会に移り、内藤洋子さん（今回で理
事を退任）の音頭で乾杯した後、吉田豊六戸町長からご
挨拶がありました。六戸町の人口は1.5%ぐらい増えて
おり、あと２～３年この傾向が続くと予想されること、
金矢工業団地の大型材木加工工場がいよいよ４月から
操業に入り、雇用も期待されることなどをお話されま
した。
　今回六戸町役場から吉田町長の他に川村雄
宇主査と久田浩貴主査がご出席され、自己紹
介されました。川村さんは４月から東京にあ
る自治体国際化協会へ派遣され、来年４月に
はオーストラリアのシドニー事務所へ派遣さ
れる予定であること、久田さんは総務課で広
報を担当し、東京六戸会は今年もまたお世話
になることになりました。
　会場では大相撲春場所千秋楽の結びの一番、
白鵬対日馬富士戦の録画DVDがスクリーン
に映し出され、この大一番を六戸中の校章の

入った装束で裁いた、第37代立行司木村庄之助（畠山
三郎さん）の雄姿に出席者から拍手が湧き起りまし
た。続いて畠山三郎さんの挨拶があり、好きな相撲
界に入り交通事故や病気などいろいろありましたが、
約50年の行司人生に悔いなし、とお話しされました。
　ここで六戸町のイメージキャラクター、メイプル
君が登場し愛嬌を振りまきながら、出席者と一緒に
カメラに収まっていました。
　和気あいあいの懇親会も残り時間が少なくなり、
恒例になっている“ふるさと”を吉田竹雄さんの先
導で合唱し、最後に記念写真を撮り第17回総会・懇
親会は終了となりました。
　帰りに六戸町からの大玉日本一のニンニク（１個）
と、東京六戸会からお団子（２個）をお土産として出
席者にお渡ししました。（七百中　33年卒　高坂忠）

　最近、マナーやエチケ
ットという言葉を毎日の
ようにニュースで見かけ

ます。もちろんマナーは国よって違いますが、皆さんはそ
の違いをちゃんと考えたことがありますか？
　例えば（少し下品になりますがご了承ください。）友達が
自分の家に夕飯を食べに来て、食後に大きなゲップをし
たらどう思いますか？おそらく皆さんは私と同じように、
それを不快に思うかもしれません。しかし中東アジア、イ
ンド、トルコなどの国では実はこれが感謝の気持ちやお
腹いっぱいということを示す、礼儀正しい行為なのです！
面白いことに、自分の国ではすごく失礼な行為が、他の国
では礼儀正しい行為ということがよく存在します。
　日本は世界的にも礼儀正しい国と知られていますが、皆
さんはラーメンを食べる時に“ズルズル”と音を立てて食べ
ますよね？実は、オーストラリアなど、多くの国では“ズルズ
ル”と音を立てて食事をすることは（スープ以外でも）先ほ
ど例えで挙げたゲップと同じくらいに失礼な行為となります。

　私が初めて来日した時、ラーメン屋さんに行き、周り
の人が全員、音を立てているのを見て、正直「何て下品
な店だ！」と思いました（笑）。しかし今になっては私も
ラーメン食べる時に“ズルズル”と音を立ていただきま
す。マナーは時間がたてば慣れてくるものですね。
　マナーは大体がその社会に応じて決められたもの
です。まずは、その土地や国のマナーを学び理解し、
さらにそれを習得することでより一層自分の置かれた
環境に慣れ親しむことが出来るのだと思います。不思
議なことにラーメンやそば、これを日本で食べる時には
音を出してこそ美味しく感じることが出来ますが、オー
ストラリアへ帰った時に食べるラーメンやそばは音を立
てると何だか落ち着かず、美味しくいただくことができ
ません（笑）。
　皆さんも、今後もし海外や新しい環境を訪れる際に
はぜひ、その土地のマナーを調べてみてください。きっ
と世界には皆さんが驚くようなマナーやエチケットがた
くさんあると思います！


